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平成 29年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係

者評価 

総合評価（３月 27日実施） 

（平成 28年度策

定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（３月 10

日実施） 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

柔軟な学びの
システムを活
かした教育課
程の編成を推
進する。 
 
生徒が主体的
に学び、学力
の定着が図れ
るような授業
を実現するた
めの研究を推
進する。 

①セメスター制
の導入に向けた
諸課題の整備と
調整を行う。 
 
 
②生徒の主体的
な学習を促す授
業の研究を行
う。 

①セメスター制を導入
し、運用する際の課題
を洗い出す。 
②「清南型アクティブ
ラーニング」を実践
し、その研究協議の結
果を共有する。 
・教科指導でのＩＣＴ
利活用を推進し、積極
的に授業改善に取り組
む。 

①セメスター
制を導入する
前提で、課題
を整理できた
か。 
②各教科で
「清南型アク
ティブラーニ
ング」に関わ
る授業実践を
行い、研究協
議の結果を共
有できたか。 
・各教科内で
連携・協力を
図りながら、
教科指導での
ＩＣＴ利活用
に取り組むこ
とができた
か。 

①現在、後期に開講している講
座を前期に開講することで、半
期卒業が増える利点がある。 
②研究協議、授業互換、教科内
研修会を実施した。 
・昨年度に続き教科指導でのＩ
ＣＴ利活用に取り組むことがで
きた。文科省推進事業では、授
業者全員が取組める体制を推進
し、「授業のちょっと×２ポー
タル」の充実を図った。 
ＩＣＴ環境整備が進んだこと
で、「わかる・できる」授業に
繋がっている。 

①教科の系統性により、前期
講座と後期講座の同時履修は
困難である。また、対象者数
が不安定である。 
・丁寧な指導により年度内の
履修登録者が大幅に増えた。
オーバーフローする科目もあ
り、履修登録の在り方を検討
する必要がある。 
②「清南型アクティブラーニ
ング」実践への共通認識が低
く、授業評価アンケートでも
該当する項目での評価が昨年
度より低かった。来年度は
「清南型アクティブラーニン
グ」を教員に強く呼びかける
ことから始めることが大切で
ある。 
・ＩＣＴの利活用については
来年度異動してくる教員に利
活用を促しながら、これまで
通り利活用していく。 
・ＩＣＴ機器を利活用した授
業例を教員間で共有し、授業
改善に取り組む。 

①より丁
寧な履修
指導が求
められて
いる。 

①半期認定はすでに導
入しているが、後期科
目の前期開講等が課題
となる。 
②研究協議、授業互
換、教科内研修会を実
施できた。 
・昨年度に続き教科指
導でのＩＣＴ利活用に
取り組むことができ
た。また、文科省推進
事業では授業のノウハ
ウを共有し、授業者が
取組める体制を推進す
るために、「授業のち
ょっと×２ポータル」
の充実を図った。 
・ＩＣＴ環境整備が進
んだことで、気軽に利
活用できる体制が整
い、視覚に訴える授業
を実現し、「わかる・
できる」授業に繋がっ
ている。 

①履修指導は登録システ
ムの見直しと同時に将来
を見据えた指導を原則と
し、安易に目先の興味に
引きずられないようにす
る必要がある。 
②「清南型アクティブラ
ーニング」実践への共通
認識が低く、授業評価ア
ンケートでも該当する項
目での評価が昨年度より
低かった。来年度は「清
南型アクティブラーニン
グ」を教員に強く呼びか
けることから始めること
が大切である。 
・ＩＣＴの利活用につい
ては来年度異動してくる
教員に利活用を促しなが
ら、これまで通り利活用
していく必要がある。 
・ＩＣＴ機器を利活用し
た授業例を教員間で共有
し、授業改善に取り組
む。 

２ 生徒指導・支援 

多様な課題を
抱える生徒に
対応するため
指導、支援体
制の充実を図
る。 
 
 
 
 
学校行事を通
して生徒の自
己肯定感の向
上を図る。 
 
 

①外部の機関や
人材と連携し、
積極的に活用す
る。 
・マナーアップ
を推進し、コミ
ュニケーション
能力を育成す
る。 
 
②生徒が主体的
に活動する環境
づくりを進め、
自己肯定感を向
上させる。 

①教育相談体制を整え
機能させることで、Ｓ
Ｃ、ＳＳＷや外部機関
と積極的に連携した生
徒の支援・指導を行
う。 
・教職員が積極的に挨
拶や声かけをする。 
・生徒の実態を踏まえ
た、情報モラル教育を
組織的かつ統一的に推
進する。 
②生徒会活動や部活動
を通じて生徒の主体的
な活動の場を増やす。 

①教育相談体
制の中でケー
ス会議等を開
催し、外部機
関と連携した
生徒への支
援・指導がで
きたか。 
・情報モラル
教育を通し
て、ルール・
マナーの理解
を図ることが
できたか。 
②生徒会活動
や部活動を通
じて生徒の自
己肯定感の向
上を図ること
ができたか。 

①教育相談体制を整え、各年次
に教育相談の担当者を配置し
た。 
・必要に応じてケース会議を行
い、教職員で情報を共有すると
ともに、外部機関への相談を勧
めた。 
・生徒指導に関わる案件の中
で、指導の一環としてＳＣや外
部機関へ相談を勧めることもし
た。 
・ルール・マナーはあらゆる機
会を通じて日常的に指導を行っ
た。 
・生徒の実態や今日的課題を踏
まえ、レクリエーション形式の
情報モラル教室を新たに実施し
た。 
②月１回のあいさつ運動では役
員全員で行うことができた。 
 部活動では、各部で熱心に行
い、様々な成果を上げることが
できた。 

①外部機関への相談は、学校
が保護者・生徒に勧めても、
最終的に保護者が動いてくれ
ないと、繋がることができな
い。生徒にＳＣへの相談を勧
めても、生徒が約束の時間に
来ない。 
・保護者・生徒の自尊心を傷
つけないよう配慮しながら、
相談の必要性を理解させ、繋
げることが課題である。 
・学校生活のルール・マナー
は、保護者の協力を得ながら
粘り強く指導していく。 
・レクリエーションの種類や
情報モラルの問題を改変し、
生徒が情報モラルについてよ
り意欲的に学べるようにす
る。 
②文化祭やスポーツ大会で企
画、運営に主体的に関われる
ような組織としていきたい。 

①多様な
学習支援
により、
外部との
つながり
もたくさ
んできて
いる。よ
り有効に
活用して
もらいた
い。 

①教育相談体制を整
え、各年次に相談担当
者を配置した。相談担
当者が窓口となりケー
ス会議を実施した。相
談場面だけでなく、生
徒指導場面でも外部機
関を紹介することがで
きた。 
・ルール、マナーはあ
らゆる機会を通じ日常
的に指導を行った。 
・生徒の実態や今日的
課題を踏まえ、レクリ
エーション形式の情報
モラル教室を新たに実
施することができた。 
②生徒会活動では、月
に１回のあいさつ運動
を生徒が主体的に行う
など学校の活性化につ
ながった。また、部活
動でも例年にない実績
を上げることができ
た。 

①外部機関等への相談を
勧めても、生徒・保護者
が必要性を理解できず繋
がらないケースがあっ
た。教員が日ごろから生
徒・保護者と対話を重
ね、信頼関係を築いてお
くことが必要と思われ
る。 
・ルール・マナーは保護
者の協力を得ながら粘り
強く指導していくことが
大切である。 
・レクリエーションの種
類や情報モラルの問題を
改変し、生徒が情報モラ
ルについてより意欲的に
学べるようにする。 
②文化祭やスポーツ大会
の大きな行事への生徒会
の関わりを工夫していき
たい。また、部活動では
生徒の加入率を上げてい
く手立てが必要と思われ
る。 



 

視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係

者評価 

総合評価（３月 27日実施） 

（平成 28年度策

定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（３月 10

日実施） 
成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひと
りが将来性、
計画性を踏ま
えて自己実現
ができる進路
指導の充実を
図る。 
 
 
 
 

①キャリアサポ
ート体制を拡充
する。 
・「生きる力」
を育む。 

①進路個別相談やチュ
ーター、ＳＳＷ、サポ
ートステーション相談
員、学習サポート員と
の連携活用を図る。 
・多様なニーズ対応に
向け地域連携を広め、
インターンシップ等の
体験や見学の機会を増
やす。「総合的な学習
の時間」でのキャリア
ノートや外部教育力を
活用する。 

①進路希望の
実現に向けて
の進路相談や
チューター等
を活用するこ
とができた
か。 
・体験や見学
の参加状況や
外部教育力を
活用すること
ができたか。 

①学習サポート員、若者サポー
トステーション、ＮＰＯなどと
連携をすることができた。 
・総合的な学習の時間のスタイ
ルが確立され、外部との連携も
進んだ。 

①連携にはまだ単発的なとこ
ろがあり、今後、グループ全
体、課程全体での体制を確立
し、情報共有をする必要があ
る。 
・学習内容が充実してきた
が、生徒の参加率については
さらに向上させる必要があ
る。 

①進学状
況をみる
と、進学
者数が減
少してい
る。 

①進路調査を定期的に
実施し、担任等との進
路相談の活性化が図れ
た。 
・ハローワーク等外部
と連携し、生徒の多様
なニーズに対応でき
た。 
・キャリアノートを活
用して自分自身につい
て主体的体験的に進路
について深く考えるこ
とができた。 

①進路決定において自己
ＰＲできる経験やスキル
等を増やすことや、イン
ターンシップやボランテ
ィア等の機会を多く設け
ることが必要である。 
・生徒一人ひとりの特性
に合った進路実現に向け
た支援にさらに工夫が必
要である。 

４ 地域等との協働 

地域に理解さ
れ、信頼され
る活動を推進
する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

①地域の学校等
と連携するな
ど、地域貢献活
動に積極的に取
り組む。 
・日々の教育活
動について、よ
り丁寧な情報発
信を行う。 
・地域の防災活
動について協働
を図る。 

①学校行事として、学
年単位や生徒会主催で
より多くの機会を捉え
て活動できるようにす
る。 
・日々の教育活動等を
ホームページを通じて
積極的に情報発信する
とともに、学校説明会
等の充実を図る。 
・地域と連携した防災
訓練、自主防災組織等
との情報共有などの取
り組みを行う。 

①年間を通し
て、地域に貢
献できる体制
をとることが
できたか。 
・ホームペー
ジや学校説明
会等の工夫・
改善が図るこ
とができた
か。 
・防災訓練や
情報共有がで
きたか。 

①連携活動として地域清掃活動
を年間２回行った。 
・ホームページ等を通じて、
日々の教育活動を積極的に情報
発信することで、例年並みの学
校説明会の来場者数であった。 
・地域と連携した防災訓練は実
施できなかった。 

①地域の方にアピールできる
ように開催していくととも
に、日頃から地域をきれいに
しようとする態度を養ってい
く必要がある。 
引き続きホームページ等を通
じて情報発信を行い、生徒・
保護者に本校の教育活動につ
いて理解してもらう。 
・地域との情報共有と防災訓
練で定期的に打ち合わせをも
つ必要がある。 

①地域住
民にとっ
ては、ホ
ームペー
ジよりも
回覧板を
利用して
学校から
の連絡や
ＰＲをし
てもらっ
た方がよ
い。 

①ホームページ等を通
じて、日々の教育活動
を積極的に情報発信す
ることで、例年並みの
学校説明会の来場者数
であった。 
・地域と連携した防災
訓練などを実施するこ
とができなかった。 

①引き続きホームページ
等を通じて情報発信を行
い、生徒・保護者に本校
の教育活動について理解
してもらう必要がある。 
・まず近隣地域の防災組
織等と情報交換から始
め、情報共有をする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

安全・安心な
学校づくりの
ために三課程
が連携して教
育活動を展開
する。 
 
 
フレキシブル
スクールとし
て三課程の情
報共有を推進
する。 

 

 

①学校運営マニ
ュアル等を作成
し、内容の周知
を図る。 
・三課程で実施
する防災訓練を
定着させる。 
 
②ＩＣＴ機器の
利活用により、
学校運営の円滑
化をさらに推進
する。 

①学校運営についての
実施目標を定め、三課
程で連携しやすい実施
計画を策定する。 
・実施目標を定め、三
課程で実施要項を作成
し、防災訓練を実施す
る。 
②校内ポータルサイト
を通じて教育の情報化
を推進し、職員のセキ
ュリティ意識を高める
とともに、課程間の情
報共有を円滑に進める
体制を整える。また、
生徒・保護者への連絡
手段として、携帯メー
ルシステム「お知らせ
メール」や Twitterに
よる積極的な情報発信
を推進する。 

①実施計画に
基づき連携の
とれた学校運
営ができた
か。 
・実施要項を
作成し、三課
程で防災訓練
が実施できた
か。 
②情報セキュ
リティに関す
る教職員それ
ぞれの意識を
高めることが
できたか。ま
た、「お知ら
せメール」の
登録件数が増
加し、効果的
に情報発信が
できたか。 

①三課程の避難訓練は、しっか
り連携をして実施することがで
きた。また、生徒主体の訓練を
実施した。 
②校内ポータルサイトの運用か
ら６年が経ち、活用状況が格段
に向上し、情報共有の要となっ
ている。また、定時制情報管理
Ｇが中心となり、ＩＣＴ環境整
備(Ｎ棟プロジェクタ等)を進め
た。 
・ 「 お 知 ら せ メ ー ル 」 や
「Twitter」による情報発信を行
った。 

①授業確保の観点から、訓練
の複数回実施は難しい。文化
祭等の学校行事での実施も考
える必要がある。 
②今後は効果的な校内の情報
共有のカタチを追及してい
く。 
・Ｎ棟のみでなく、Ｓ棟のＩ
ＣＴ環境整備の検討を他課程
と協力しながら進めていく。
また、実際にＩＣＴを利活用
している教員の要望を聞き、
普通教室に反映していく。 
「お知らせメール」の登録者
数が少ないため、生徒・保護
者に対して周知徹底が必要で
ある。 

①厚木市
の防災の
管轄にお
いて、厚
木清南高
校はどこ
に所属す
るのか明
確化され
ていな
い。市と
連携しな
がら、避
難所とし
ての役割
を担って
ほしい。 

①三課程合同の防災訓
練を実施することがで
きた。 
②校内ポータルサイト
の運用から６年が経
ち、活用状況が格段に
向上し、情報共有の要
となっている。また、
定時制情報管理Ｇが中
心となり、ＩＣＴ環境
整備(Ｎ棟プロジェクタ
等)を進めることができ
た。 

①引き続き三課程で連携
しやすい実施目標、実施
計画を策定し、合同防災
訓練を実施する。 
②今後は効果的な校内の
情報共有のカタチを追求
していく必要がある。 
・Ｎ棟のみでなく、Ｓ棟
のＩＣＴ環境整備の検討
を他課程と協力しながら
進めていくとともに、実
際にＩＣＴを利活用して
いる教員の要望を聞き、
普通教室に反映していく
必要がある。 

 
 


